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This presentation contains forward-looking statements about the Company’s financial and operating results, which may include expected GAAP and 
non-GAAP financial and other operating and non-operating results, including revenue, net income, earnings per share, operating cash flow growth, operating 
margin improvement, expected revenue growth, expected current remaining performance obligation growth, expected tax rates, stock-based compensation 
expenses, amortization of purchased intangibles, shares outstanding, market growth, environmental, social and governance goals, expected capital 
allocation, including mergers and acquisitions (such as the proposed acquisition of Slack Technologies, Inc.), capital expenditures and other investments, 
expectations regarding closing contemplated acquisitions and contributions from acquired companies. The achievement or success of the matters covered 
by such forward-looking statements involves risks, uncertainties and assumptions. If any such risks or uncertainties materialize or if any of the assumptions 
prove incorrect, the Company’s results could differ materially from the results expressed or implied by the forward-looking statements it makes.  The risks 
and uncertainties  referred to above include those factors discussed in Salesforce’s reports filed from time to time with the Securities and Exchange 
Commission, including, but not limited to: risks associated with our ability to consummate the proposed Slack Technologies, Inc. transaction on a timely 
basis or at all; our ability to successfully integrate Slack Technologies, Inc.’s operations; our ability to realize the anticipated benefits of the proposed 
transaction; the impact of Slack Technologies, Inc.’s business model on our ability to forecast revenue results; disruption from the transaction making it more 
difficult to maintain business and operational relationships; the impact of, and actions we may take in response to, the COVID-19 pandemic, related public 
health measures and resulting economic downturn and market volatility; our ability to maintain service performance and security levels meeting the 
expectations of our customers, and the resources and costs required to avoid unanticipated downtime and prevent, detect and remediate performance 
degradation and security breaches; our ability to secure and costs related to data center capacity and other infrastructure provided by third parties; our 
reliance on third-party hardware, software and platform providers; the effect of evolving domestic and foreign government regulations, including those 
related to the provision of services on the Internet, those related to accessing the Internet, and those addressing data privacy; current and potential litigation 
involving us or our industry, including litigation involving acquired entities such as Tableau; regulatory developments and regulatory investigations involving 
us or affecting our industry; our ability to successfully introduce new services and product features, including any efforts to expand our services beyond the 
CRM market; the success of our strategy of acquiring or making investments in complementary businesses and strategic partnerships; our ability to compete 
in the market in which we participate; the success of our business strategy and our plan to build our business; our ability to execute our business plans; our 
ability to continue to grow unearned revenue and remaining performance obligation; the pace of change and innovation in enterprise cloud computing 
services; the seasonal nature of our sales cycles; our ability to limit customer attrition and costs related to those efforts; the success of our international 
expansion strategy; the demands on our personnel and infrastructure resulting from significant growth in our customer base and operations; our 
dependency on the development and maintenance of the infrastructure of the Internet; our real estate and office facilities strategy and related costs and 
uncertainties; fluctuations in, and our ability to predict, our operating results and cash flows; the variability in our results arising from the accounting for term 
license revenue products; the performance and fair value of our investments in complementary businesses through our strategic investment portfolio; our 
ability to protect our intellectual property rights; our ability to develop our brands; the valuation of our deferred tax assets and the release of related 
valuation allowances; uncertainties regarding our tax obligations in connection with potential jurisdictional transfers of intellectual property; uncertainties 
regarding the effect of general economic conditions; and risks related to our debt and lease obligations.

Forward-Looking Statements
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Salesforce 全体



MFA の自動有効化リリース更新で完了

[Salesforce 組織へのすべての直接  UI ログインに多要素

認証 (MFA) が必要] 設定を有効化

今後のリリース更新で完了

2023 年 9 月 (推定)

すべての  Salesforce のお客

様は、MFA を使用して  
Salesforce 製品にアクセスす

ることが必要

2022 年 2 月 1 日から有効
フェーズ  1: Spring '23 リリース

(2023 年 1 月～ 2 月)
フェーズ  2: Summer '23 リリース  

(推定)

(2023 年 5 月～ 6 月)

MFA の自動有効化   契約上の要件   MFA の適用

現在

MFA の自動有効化と適用 
お客様が MFA 要件を満たせるようにサポート

MFA 要件から除外される一部のユーザ種別

は、自動有効化と適用から手動で除外する

必要があります。
https://sfdc.co/mfa-roadmap 
の MFA 適用ロードマップを使用し

て、すべての Salesforce 製品の

自動有効化と適用の日付を追跡

します。

https://sfdc.co/mfa-roadmap


想定される影響: 

SSO をお使いの場合SSO ID プロバイダの MFA については、Salesforce 
は有効化のアクションを実行しません。ただし、契約上の要件が SSO 
経由での Salesforce アクセスに適用されます。

MFA の自動有効化と適用

MFA の自動有効化 

● Salesforce がお客様に代わって MFA を有効化します。

● ユーザは MFA を使用してログインする必要があり

ます (30 日間の猶予期間後)

● ログインプロセスでユーザに MFA への登録を促し

ます。

● すでに MFA を使用しているユーザは影響を受けま

せん。    

● 準備ができていない場合、システム管理者が MFA 
を無効にできます。

MFA の適用

● MFA はログイン環境に組み込まれています。ユーザ

はログインするたびに ID を検証する必要があります。

● MFA が有効化されていないユーザもダイレクトログイ

ンでは MFA が有効化されます。

● すでに MFA を使用しているユーザは影響を受けませ

ん。    

● お客様のシステム管理者やユーザは MFA を無効化

できません。



拡張ドメイン
基本を理解する

[私のドメイン] の現在

のバージョン。 

拡張ドメインでは、

サイトや Visualforce 
ページなど、Salesforce 
が組織に提供するすべ

ての URL で [私のドメ

イン] 名が使用されま

す。

拡張ドメインは最新のブ

ラウザの要件を満たして

います。 

ほとんどのブラウザがデ

フォルトでブロックする

サードパーティ Cookie を
回避します。また、改善さ

れたセキュリティ標準も提

供されます。

[私のドメイン] 設定で拡

張ドメインを有

効化し、新しいドメ

インセットをリリー

スします。

拡張ドメインを本番にリ

リースする前に、

Sandbox でこの影響の

大きい機能をテストする

ことを強くお勧めしま

す。

この機能は、Spring 
'23 以降すべての組織

に自動的にリリースさ

れ、Winter '24 で適用

されます。

以前の URL は 
Salesforce によってリ

ダイレクトされます。一

部のリダイレクトは 
Winter '25 で停止しま

す。

対象 理由 方法 時期



拡張ドメイン

Spring '23
(2023 年 2 月)

拡張ドメインを残りの組織にリ

リース。

この機能を除外するオプションと

無効にするオプション。

Summer '23
(2023 年 6 月)

拡張ドメインを残りの組織にリ

リース。

この機能を無効にするオプショ

ン。

Winter '24
(2023 年 10 月)

拡張ドメインを適用。

Summer '22
(2022 年 6 月)

前提条件なしで拡張ドメインを

使用可能。

新規組織はデフォルトで拡張

ドメインを使用。

Winter '23
(2022 年 10 月)

拡張ドメインを Sandbox お
よび非本番組織にリリース。

Winter '25
(2024 年 10 月)

非拡張ドメインのリダ

イレクトを停止。

Spring '24
(2024 年 2 月)

Summer '24
(2024 年 6 月)

タイムライン

詳細情報 

拡張ドメインの概要動画

Salesforce ヘルプ: 拡張ドメイン

「My Domain and Enhanced Domains」 
Trailblazer Community グループ

https://youtu.be/ZlFNWFYQFY8
https://help.salesforce.com/s/articleView?id=sf.domain_name_enhanced.htm
https://trailblazers.salesforce.com/0F94S000000kF9q


検索マネージャ

ユーザプロファイル別の検索可能な項目の設定 (ベータ)
ユーザプロファイルごとに検索可能な項目をまとめて設定し、

チームが各自の業務に関連した結果を得られるようにします。

検索マネージャで項目を編集し、ユーザプロファイルごとに項

目を検索可能または検索不可に設定できるようになりました。

検索可能な選択リストの迅速な設定 (ベータ)
追加のワークフローをスキップします。検索マネージャで検索

可能にする選択リスト項目を選択できるようになりました。選択

リストでは、Salesforce オブジェクトの特定の項目 (地域のリ

ストなど) で使用できるオプションの選択肢が提供されるため、

ユーザは最も関連性の高い結果を取得できます。

検索可能な項目 (選択リストを含む) の設定

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_search_configure_manager.htm&type=5&language=en_US&release=242
https://help.salesforce.com/s/articleView?id=release-notes.rn_search_searchable_picklist.htm&type=5&language=en_US&release=242


性同一性項目と代名詞項目

取引先責任者、リード、および個人取引先の新しい標

準項目では、標準のインクルーシブ項目値を使用し

て、性同一性と代名詞を取得できます。

吟味された既存の値セットを維持するか、会社のニー

ズに合わせてカスタマイズします。

これらの項目をユーザが使用できるようにするには、

リード、取引先責任者、および個人取引先ページレイ

アウトに追加します。次に、項目レベルのセキュリティ

を調整して、適切なユーザに表示されるようにします。

性表現を尊重することで顧客との信頼を築く



業務分析
レポート & ダッシュボード



登録

15 個の Lightning レポートに登録できるようになりまし

た。以前はレポートが 7 個まで、ダッシュボー

ドが 7 個までに制限されていました。 

Unlimited Edition (UE) のお客様には、自動的にこの制

限の緩和が適用されます。UE 以外のお客様は、制限を

緩和するためにサポート要求を送信する必要があります。

システム管理者は、登録に関するレポートを作成し、どの

ユーザがどのレポートに登録したかのリストを

表示することもできるようになりました。 

さらに多くのレポートとダッシュボードに登録

Unlimited Edition 



レポートでの現在のユーザの参照

ユーザごとにパーソナライズされた結果を表示す

る 1 つの動的なレポート検索条件を設定します。  現在

のユーザをレポートで検索条件として参照で

きるようになりました。 

これは、「私の」検索条件がないオブジェクトの

場合、または商談に取り組み中で商談の所有者で

はない複数のユーザがいる場合などに役立ちます。  

チームごとに個別のレポートを作成する代わりに、たと

えば「presales.engineer」= $user.ID の検索条件があ

る 1 つの「テンプレート」レポートを作成できます。 

パーソナライズされたレポート検索条件の作成



コレクション

レポートおよびダッシュボードの設定で統合ホーム  (ベー

タ) を有効にすると、すべてのユーザ  (CRMA 
以外) がコレクションを使用できるようになります。  

高品質のプレビューを備えた新しいカードレイアウ

トで、Lightning レポートとダッシュボードを含む

すべてのインサイトを選定および共有できます。   

Spring '23 では、ユーザは新しい  [コレクションを

管理] 設定を使用して、分析ホーム環境をさらにパ

ーソナライズできます。  

● 無関係なコレクションを非表示にして環境を整

理する。

● コレクションを固定して、最も重要なインサイトにすば

やく簡単にアクセスできるようにする。

コレクションへのレポートとダッシュボードの追加



オブジェクトと項目によるレポートタイプの絞り

込み 

レポートタイプセレクタの新しい検索条件を

使用して、ユーザが適切なレポートを簡単に

見つけられるようにします。 

ユーザは、最大 4 個の Salesforce オブ

ジェクトと 20 個の項目を選択して、レポート

タイプを絞り込めるようになりました。

注意:この機能は、Unlimited Edition ライセ

ンスを持つすべての有効な組織とデモ組織

で正式リリースされました。

ユーザのレポート作成エクスペリエンスを向上

Unlimited Edition
のみ 



レポートビルダー

デフォルトでインライン編集が無効になって

いるため、レポートの読み込みが速くなりま

す。  ユーザは、ボタンをクリックしてインラ

イン編集を有効にすることができます。 

Salesforce Classic のすべての機能を 
Lightning レポートビルダーで使用できるよ

うになったため、特定の機能にアクセスする

ために Classic に戻る必要がありません。

忘れないように、Lightning レポートページ

の行レベルのアクションメニューから 
[Classic で編集] ボタンも削除されました。

レポートのパフォーマンス向上



拡張 Lightning ダッシュボード (ベータ) 

Lightning ダッシュボードの最上位

検索条件数が  3 個から 5 個に増え

ました。

新しい検索条件とウィジェットは  
Unlimited Edition でのみ使用でき

ます。  このベータを有効にするに

は、サポートにお問い合わせくださ

い。 

Lightning ダッシュボードに画像を

追加し、ロゴやバナーを追加して

ダッシュボードをカスタマイズしま

す。

最大 2 MB の画像をアップロードで

きます。  

ユーザは、メモ、コメント、見出し、セク

ションなどを追加して、 Lightning ダッ

シュボードの読みやすさを向上させる

ことができます。

テキストウィジェットで使用できる文字

数は最大  500 文字です。

改善された絞り込み 画像ウィジェット リッチテキストウィジェット

Unlimited Edition
のみ 



拡張 Lightning レポート

拡張レポートは、 2023 年 2 月 13 日の週に使用可能になります。すべての組織でデフォルトで有効化されます  

携帯電話とタブレット用に調整された新し

いネイティブレポートインターフェースは、

すべてのユーザに対して自動的に有効

になります。

モバイル用にネイティブに構築されてい

るため、読み込み時間が最大 6 倍高速

になります。

より高速な並び替えと操作によるイ

ンタラクティブなエクスペリエンス。グラ

フ、検索条件の表示と編集、条件付き書

式などのサポート。

ネイティブで表示される概要と表形式レポート



カスタマイズ



Lightning 
アプリケーション

ビルダー



リードとケースの動的フォーム

ページの迅速なカスタマイズ

[設定] メニューのページレイアウトエディタに移動する代わ

りに、Lightning アプリケーションビルダー内から項目レイア

ウトを直接カスタマイズします。個々の項目を項目セクション

にドラッグアンドドロップします。  

パーソナライズされたエクスペリエンスの作成

条件付き表示ルールにより、特定の項目と項目セクション

がいつ表示されるかをより詳細に制御できます。項目設定

により、項目が参照のみか必須かを示すことができます。

ページパフォーマンスの改善

順次ページ表示により、ページ読み込み時間が改善されま

す。

リードおよびケースオブジェクトでのユーザエクス

ペリエンスを詳細に制御



動的関連リスト

動的関連リスト コンポーネントに [すべて表示] リンク

が表示され、ユーザは動的関連リストの検索条件に

一致するすべてのレコード (最大 2000 件) が表示さ

れるページを開くことができるようになりました。

適切な情報を適切なタイミングで確認できます (取引

先の進行中の商談のみの表示など)。また、絞り込み

や並び替えを行うこともできます。  

クイック検索条件パネルには 2 つのセクションがあり

ます。1 つのセクションにはシステム管理者が関連リ

ストを絞り込んだ方法が表示され、

もう 1 つのセクションではユーザがセッションの独自

の検索条件を作成できます。 

「すべて表示」



すべての標準オブジェクトの動的

アクション

*注意: Chatter グループオブジェクトは、グループページレイアウトで定義されたアクションを引き続き使用します。  

アクションを 1 か所で管理して時間を節約

Lightning アプリケーションビルダーで、すべてのカスタム

および標準エンティティ* の動的アクションを構築および設

定します。

以前は動的アクションはデスクトップの取引先、ケース、取

引先責任者、リード、および商談のみで正式リリースされて

いました。

レコードに対するアクションを制御

指定した条件に基づいて、必要なアクションのみがユーザに

表示されるようになりました。 

たとえば、特定の条件が満たされた場合にデスクトップのエ

ンドユーザにのみ表示されるアクションを設定します (特定

の項目に ToDo の作成トリガする値がある場合にのみ 
[ToDo を作成] を表示するなど)。



モバイルでの動的フォーム (パイロット)

FAQ を参照  - https://mobilebeta.salesforce.com/Dynamic-Forms-Pilot-FAQ

このリリースは、カスタムオブジェクト、取引先、商談、

取引先責任者に対するお客様の Sandbox でのパイロットリリー

スになります。  将来の計画はいつでも変更される可能性があり

ますが、Summer '23 リリースでは、モバイルでの動的フォーム

の公開ベータが計画されています。

時間を節約! 
デスクトップ、携帯電話、およびタブレットの項目レベルおよびコン

ポーネントレベルの表示に対する 1 つのレコードの有効化。

派遣作業員の精神的負担を軽減

不要な項目を削除し、表示ルールを使用して、担当者が必要なも

のだけを参照し、最も得意とすることに集中できるようにします。   
この例では、モバイルユーザには [システム情報] 項目が表示さ

れません。 

Sandbox パイロット: sfdc.co/df-on-mobile 
でサインアップ

https://mobilebeta.salesforce.com/Dynamic-Forms-Pilot-FAQ
http://sfdc.co/df-on-mobile


外部サービス



改訂および拡張された制限

ユーザは、以前のプラットフォームの制限に準

拠することなく、さらに複雑なスキーマを登録

できるため、登録時の問題が軽減されます。

ユーザは、最新の UI を使用して主要なプラッ

トフォームの制限をより明確に把握できます。

ページの上部に 5 個のフラットゲージステータ

スバーが表示され、各組織ごとの制限に現在

の利用状況と最大値が表示されます。 

フッター

改善された制限 可視性の向上



高度な選択リスト値管理



選択リスト値の一括管理

一括操作の実行

複数のカスタム選択リスト項目値を一度に削除、

有効化、無効化、置換できます。たとえば、間

違ってインポートしてしまった無効な選択リスト値

をすべて簡単に削除できます。

挿入時の重複値の捕捉

選択リストに新しい値を挿入するときに、どの値

が重複しているかを簡単に識別できるため、それ

らの値を削除できます。選択リストに新しい値を

追加するときにその値がすでに存在する場合、

UI エラーで重複値が示されるため、その値を削

除できます。

管理者の生産性の向上 

Spring '23 リリースでは、カスタム選択リストとカスタム複数選択選択リストの両方がサ

ポートされています。 Summer '23 で、標準のカスタマイズ可能な選択リスト、グローバル

値セットまでサポートが拡張される予定です。



無効な選択リスト値のクリーンアップ

未使用値の一括削除

無効な未使用の選択リスト値をボタンクリック  1 回
ですべて削除できます。

クリーンアップ候補を特定

カスタム選択リスト項目にある無効な値が  4,000 
件を超えるとメールで通知が送られて来るため、こ

の情報を使用して無効な未使用値を一括削除でき

ます。不適切なデータインポートによってクリーン

アップが必要になった組織内の選択リストを特定で

きます。

組織のパフォーマンスと健全性を改善



セキュリティと共有



共有

特定のユーザのアクセス権を確認するとき

に、共有ルール名や、制限ルールによってア

クセスがブロックされているかどうかなどの詳

細が表示されるため、時間を節約できます。

共有ルールの再適用には、特に多数の取引先

の所有者を変更する場合に時間がかかることが

あります。  

ケースの「子の暗黙的な」共有を停止するための

より良い方法が導入されました。このベータ機能

は、ケースに対して Spring '23 から Sandbox 
および本番で有効化できます。Summer '23 で
は、これが取引先責任者と商談にまで拡張され

る予定です。

有効化については、お問い合わせください。 

共有階層 取引先共有ルールの適用の迅速化  (ベータ)



権限



項目作成時の権限セットの項目レベルセ

キュリティの設定 (ベータ)
ユーザ管理設定を有効にすること

で、プロファイルに対する権限セット

を簡単に使用できます。 

システム管理者が項目を作成した

り、項目を編集したり、項目で [FLS 
を設定] ボタンを使用したりするとき

に、プロファイルの代わりに権限セッ

トが表示されるようになりました。

 



ユーザアクセスポリシー 

ユーザをプロファイルから権限セットおよび権限セットグ

ループに簡単に移行します。 
● アクセスを追加および削除するための条件を宣言的に設定す

る

● ユーザ設定とユーザアクセスの変更を簡単に自動化する

システム管理者は、移行の使用事例に必要な数のユー

ザアクセスポリシーを使用できます。ただし、ユーザ設定

を自動化するために、このリリースでは 20 個の有効な

ユーザアクセスポリシーに制限されており、次のリリース

ではこれが拡張される予定

です。 

(非公開ベータ) EE/UE のお客様 

サインアップ: https://sfdc.co/UserAccessPoliciesClosedBeta 



クリックと最新のベストプラクティスを使用し

て変更とリリースを管理

作業項目を介してライフサイクル全体で作業を

管理し、関連する変更を追跡します。

自動変更追跡により、開発環境で行われた変

更を特定します。

ソース制御とのシームレスなインテグレーション

により、一元化された情報源で変更を管理しま

す。

設定可能なグラフィカルパイプラインで

クリックするだけで、[開発] > [テスト] > [本番] 
から変更を移行します。

DevOps Center



モバイル



モバイル機能パネル

システム管理者は、ボタンをクリックするだけで新しいモバイ

ル機能にオプトインできるようになりました。   
レポートや取引先責任者などの項目では、モバイルアプリケーションは 
Web ベースのデスクトップバージョンとは異なって動作するため、シス

テム管理者がより基本的なバージョンの UI を必要とする場合は、これ

らを無効にすることができます。

今後のリリースでも、さらに多くの機能をここで使用可能になる予定で

す。

携帯電話での横モードサポート  (ベータ)
携帯電話を横向きで使用できるベータ機能にオプトインできるようになり

ました。

対処すべき操作性の問題が多数あるため、本番での使用はお勧めしま

せん。 

回転はタブレットで引き続きサポートされます。

簡略化された機能のオプトイン



拡張 Lightning レポート

2023 年 2 月 13 日の週に使用可能

携帯電話とタブレット用に調整された新し

いネイティブレポートインターフェースは、

すべてのユーザに対して自動的に有効に

なります。

モバイル用にネイティブに構築されている

ため、読み込み時間が最大 6 倍高速にな

ります。

より高速な並び替えと操作によるインタラ

クティブなエクスペリエンス。グラフ、検索

条件の表示と編集、条件付き書式などの

サポート。

ネイティブで表示された概要と表形式レポート



拡張取引先責任者 (ベータ)

2023 年 2 月 13 日の週に使用可能

拡張取引先責任者により、取引先責任者管理を次の

レベルに引き上げることができます。

● 最近の取引先責任者とリストを一目で確認で

きる、新しいネイティブ取引先責任者ホーム

● ホームやリスト内から検索可能な取引先責任者

● 通話とメールの新しいスワイプアクション

● 一括インポートとエクスポートのサポート

● 関連項目のみを表示するコンパクトでカスタ

マイズ可能な取引先責任者の詳細ビュー

SF の [設定] からのオプトインベータ。エンドユー

ザは必要に応じて機能のオンとオフを切り替え可

能。 



フロー



フローに移行

[フローに移行] ツールを使用して、数回クリックするだけでプロセス

ビルダーのプロセスを移行できるようになりました。

プロセスビルダーの移行には、個々のアクショングループを

選択できるようにすることで、お客様が実行中の大規模なプ

ロセスをリファクタリングまたは分割するのに役立つ追加の

手順が含まれています。

プロセスをフローに変換



要素

自動レイアウトのフロー内で、各要素

の動作内容を確認しやすくなりました。要素

ラベルの横にあるアイコンにマウ

スポインタを置くだけで、要素の説明

が表示されます。

自動レイアウトの Flow Builder 要素メニュー

で、ツールチップの要素種別の

説明を使用して、探している情報を見

つけやすくなりました。 

フローキャンバスでの要素の説明の表示 要素メニューでの要素種別の説明



トランザクションあたり 2000 要素のフ

ロー制限を削除

‘ITERATION_LIMIT_EXCEEDED’ 

これは、フローインタビュー全体でフローが 2,000 
個の「要素」に達したときにトリガされるフロー固有

の制限でした。通常、より大きなループで見られま

す。 

組織を回避フローから保護するために、長い間この

制限が存在していましたが、時間の経過とともに、フ

ローエンジンでガバナ制限がさらに認識されるよう

になりました。 

この制限の削除は、新しいフローまたはバージョン

が更新されたフローで有効になります。 
注意: フローでこれを利用するには、フローの API 
バージョンを更新したことを確認する必要がありま

す。



データテーブルを使用したリッチで優れ
た画面の作成 (正式リリース)

画面フローで表形式データを簡単に表示して、ユー

ザがテーブルに表示する必要がある任意の数の列

でレコードを選択して表示できるようにします。レ

コードコレクションを選択し、項目を選択すれば完了

です。

ユーザが操作できる最大 200 件のレコードと任意

の数の列を画面に表示することで、よりリッチで有益

な画面を作成します。 

ユーザは、フローで重要な決定を行うために画面間

を移動する必要がなくなります。必要な情報はすべ

てフロー画面にあります。



Spring '23 の機能

列が設定されたら、テーブルを画面キャンバ

スでプレビューできます。

注意: レコードはキャンバスプレビューに表示

されません。

名前や住所などの複合項目のサポート。

それぞれを個別に追加する必要はなくな

りました。データテーブルに住所項目を

表示できます。ユーザが住所リンクをクリック

すると、その場所が新しいタブで Google マッ

プに表示されます。

 

データテーブルとその列のプレビュー 住所によるデータテーブルの強化



リアクティブな画面コンポーネント 
(ベータ)
同じ画面の他のコンポーネントの変更に反応するよう

に、画面コンポーネントを設定します。

以前は、コンポーネントを別のコンポーネントの変更に

反応させるには、それらを別々の画面に配置するか、

大規模でモノリシックなカスタムコンポーネントを作成す

る必要がありました。 

使用事例サンプル: 
営業担当は、「取引先責任者クイック編集」フォームを

使用して、取引先の関連取引先責任者を通話中にす

ばやく変更できるため、Salesforce レコード間を移動す

る必要はありません。

「Reactive Screens」Trailblazer グループ

https://trailhead.salesforce.com/trailblazer-community/groups/0F94S000000kGWqSAM?tab=discussion


個人は CDP の中心となるレコードであり、取引先責

任者、個人取引先、リード、従業員へのインターフェ-
スエンティティとして機能します。 

システム管理者は、自然言語の検索用語を使用して

レコードを検索し、結果をレコード ID のコレクションに

保存するようにフローを設定できるようになりました。

この強力なアクションにより多数の使用事例が明らか

になり、システム管理者が個人に関する意味のある 
CRM データを簡単に見つけられます。 

入力: 検索するオブジェクト、検索範囲、検索語

出力: 検索によって返されたレコード ID

フローでの個人の検索



選択肢ルックアップ (ベータ)

フローでユーザが実行したアクションに基づいて、絞り込

まれた特定のオプションセットを提供する必要がある場

合、選択肢ルックアップを使用します。

フローの選択肢 (レコード選択肢セットなど) を使

用して、使用可能なオプションを生成します。

特定の絞り込まれたオプションのリストをユーザ

に公開します。

ユーザが入力を開始する前に、使用可能なすべて

のオプションを表示します。

選択肢ルックアップで入力と同時に検索 



フローの動的フォーム - ルックアッ

プのサポート

オブジェクトの参照項目をすばやく使用して、絞り込まれ

ていないレコードセットを提供する場合に使用します。

[項目] タブ (フローの動的フォーム) を使用して、

オブジェクトの自動的に設定された参照項目を提

供します。

ユーザがレコードを見つけられない場合、参照項目内か

らの「新規作成」レコードをサポートします。

ルックアップをより迅速に作成し、フロー内の

ユーザのアクションに基づいてオプションを制

御



フローの動的フォーム - 複数選択

リストのサポート

注意点として、フローの動的フォームの選択リストは、レ

コードタイプに対応しています  (Winter '23 以降)。

このレコードタイプ対応機能を最大限に活用するため

に、複数選択リスト項目のデータ型のサポートが追加さ

れました。  

このリリースより前は、オブジェクトの複数選択項目を画

面に表示するには、選択リスト選択肢セットが設定され

たチェックボックスグループコンポーネントを設定する必

要がありました。  

画面エディタの  [項目] タブから複数選択項目をドラッグ

するだけで表示できるようになりました。



Sales Cloud



コラボレーション売上予測



カスタマイザブル売上予測ページ

売上予測ページを離れることなく、情報に基

づいた意思決定を行うために必要なすべて

の情報をセールスユーザに提供します。

● 標準コンポーネントを売上予測ページに

ドラッグアンドドロップする (売上予測

ページへのレポートの直接埋め込みな

ど)。
● カスタムコンポーネントと外部データを追

加して、売上予測を導く。

● 組織、ユーザ、またはプロファイルレベ

ルで有効化する。

ビジネスに合わせて売上予測プロセスを調整



カスタム日付に基づく売上予測

重要な日付に基づいて予測すること

で、売上予測の精度を向上させます。 

以前は、営業リーダーが売上予測種

別に基づいて、完了予定日、商品提

供日、スケジュール日のみを基準に

売上を予測することができました。

売上予測追跡の柔軟性の向上



商談商品分割 (パイロット)

商談分割を使用すると、1 つの商談のクレ

ジットを複数の人に分割することができま

す。これらの分割を個々の商談品目ごとに

定義することもできるようになりました。

これにより、この達成のために 1 つの取引

を複数の商談に分割する必要がなくなり、

その結果、正確な予測を行い、チームとして

商談を成立させるための課題を回避できま

す。 

ビジネスで商談分割を活用



ガイド付きエクスペリエンスにおける取引先

責任者やリードのインポート

システム管理者の時間を解放しましょう。

データのインポートは困難な場合があります。  
取引先責任者が Einstein 活動設定の一部である

場合、ユーザは取引先責任者を同期できるように

なりました。 

この新しいインポートオプションでは、データのイン

ポート権限を有するユーザが、使用権限のある機

能に基づいてデータをインポートする方法を選択で

きます。より堅牢なデータインポートエクスペリエン

スを要するユーザは、以前に使用していたインポー

トツールも引き続き利用できます。



エンタープライズテリト

リー管理



割り当て履歴の追跡

営業業務と財務では、売上手数料を計算するための基礎と

して割り当て履歴を使用します。

ユーザとテリトリーの関連付けは、以前は自動化または監

査履歴を介してのみ追跡できましたが、これにはカスタマイ

ズまたは手動作業が必要でした。  

システム管理者は、履歴レコードの取得をすばやく開始し、

次の情報に関するレポートを作成できます。

● ユーザの割り当ての追跡 : 個人に特定のテリトリーの

ロールがある期間

● ユーザロールの追跡 : 特定のテリトリーでのユーザ

ロールの変更

● 追跡のバックフィル : 追跡用の履歴レコードを作成

ユーザの割り当ての発効日を追跡



営業の生産性



Einstein
活動キャプチャ



統合活動レポート

自動キャプチャされたメールとインサイトを  1 つのリアル

タイムレポートにまとめて、すべての活動チャネルの全

体像を把握し、営業担当の取引先とのエンゲージ方法

や、さまざまなチャネルでのパフォーマンスを理解できる

ようになりました。

5 個の標準レポートから開始します。   レポートを使用す

るか、独自のレポートを作成して、営業担当、商談、取引

先などで分類された全体的な活動を理解し、統合活動と

インサイトがチームのパイプラインにどのように影響する

かを最終的に決定します。  

（非公開ベータ）

サインアップ: sfdc.co/UnifiedReporting 

EAC Premium
が必要 



Sales Engagement



技術者以外のユーザ向けに構築されたシンプルで直感

的なトリガとアクション
ユーザは、独自の簡略化された「もしこうであれば、こうする」

というロジックを定義して、独自のコミュニケーションを自動化

できます。次に例を示します。 
● チームによって作成されたケイデンスを実行

● 類似する  ToDo をグループ化するためのクイックケイデンスを作成

● 自分の ToDo を常に把握するためのアラート

クロスオブジェクトトリガを必要とする高度な使用事例に対応します。

新しい権限セットを介して付与されるユーザのアクセス権
システム管理者が新しい権限「自動アクションユーザ」をユーザに割り当て

ると、新しいタブが使用可能になります。自動アクションは、ユーザが所有

するレコードのみに適用されます。  いくつかの標準の自動化が用意され

ており、最初は無効に設定されています。  

販売者向けの自動アクション (ベー

タ)



ケイデンス

ToDo リストから直接ケイ

デンスアクションを実行し

ます。さらにクリックしてレ

コードページに移動する

必要はありません。

販売者は、新しい活動コ

ンポーザからメールを送

信するときに、新しいケイ

デンスを登録または作成

するよう促されます。

販売者は独自の 1 ステッ

プケイデンスを作成して、

独自のカスタム個人リスト

を定義できます 

1 人の顧客に対して並行

セールスプレイを実行しま

す。サポート、成功、クロ

スセルのための同時ケイ

デンスなどの使用事例を

明らかにします。

ケイデンスナッジ
ToDo リストケイデン

スのサポート
クイックケイデンス 目標ごとに複数のケイデンス



活動管理



活動項目履歴管理 

項目履歴管理を有効にすると、行動と  ToDo 
の変更のリストを表示できます。  

営業担当が行動と  ToDo の [関連] タブで

変更の内容を確認できるように、最大  6 
つの項目 (標準とカスタム ) を追跡します。  

行動と ToDo の変更を監査



動的活動コンポーザ

新しいボタンメニューデザインでは、メー

ル、通話、ToDo、行動ごとにアクション種

別が整理されます。 

新しいデザインに加えて、コンポーザにさ

らにアクションが追加され、アクション種別

ごとにグループ化されているため、複数の

メールアドレスから選択し、1 か所からメー

ル設定を変更できます。

システム管理者は、タブ付き活動コンポー

ザまたは動的活動コンポーザをユーザの

ページに表示するかどうかを決定します。

営業担当の生産性を向上



Revenue Intelligence



Account Discovery

新しい Account Intelligence ダッシュボードは、リス

クのある取引先と増加する支出を特定することで、

営業チームに取引先のポートフォリオに関するイン

サイトを提供します。

このダッシュボードには、取引先のすべての主要な評

価指標とインサイトが 1 つのビューで表示されます。 
● 過去の支出

● 今後のパイプ

● アップサイド

● エンゲージメントの概要、その他

セールス組織のパフォーマンスに影響を与える主な要

因を確認し、集中すべき取引先に迅速かつ正確に優先

順位を付けます。

Einstein Discovery を利用して、

取引先の健全性の主要な基準を追跡

EE への Unlimited
Edition アドオン 



売上予測トレンド

コラボレーション売上予測で売上予測トレンドを有効に

した場合、収益インサイトの新しい売上予測トレンドグラ

フを使用して、現在の売上予測と以前の売上予測の同

じ期間の比較を確認できます。

ユーザは、履歴トレンドに基づいて売上予測をより正確

に三角測量し、すべての売上予測分類を前の期間と比

較できるようになりました。

たとえば、前月/四半期の同時期と比較した四半期のト

レンドを確認し、関与する商談を掘り下げます。達成予

測、可能性が最も高い、最善達成予測のコンバージョン

率を分析することもできます。

売上予測の履歴トレンドを表示

EE への Unlimited
Edition アドオン



パイプラインインスペク

ション



新しいパイプライン評価指標とグラフ

新しい商談、金額/完了予定日の変更などがパイ

プラインにどのように影響するかを確認します。新

しい [パイプラインの変更] モードを使用して、各カ

テゴリの商談を掘り下げて、潜在的なリスクを特

定します。

対話型の滝グラフを使用して、パイプラインの変

更を簡単に視覚化します。

両方の評価指標オプションはデフォルトで有効に

なっています。システム管理者は、[設定] > [パイ

プラインインスペクション] でさらに設定できます。

最も重要な評価指標を選択

EE への Unlimited
Edition アドオン



一度に複数のレコードタイプをイン

ライン編集

商談を簡単に更新して、売上予測がより正確に

なるようにします。 

インライン編集を行う前に、ユーザは 1 つのレ

コードタイプでリストを絞り込む必要がなくなりま

した。  各項目にマウスポインタを置くと、編集可

能かどうかが表示されます。  

営業ユーザは、次のステップ、フェーズ、マネー

ジャメモなどの主要な項目をすばやく更新でき

ます。

EE への Unlimited
Edition アドオン



Einstein 会話インサイト



Spring '23 の機能強化

Einstein 活動キャプチャ 
(EAC) カレンダーインテグ

レーションを使用している通

話所有者は、ビデオ通話中

に取引先責任者が一致した

場合、関連レコードとして取

引先責任者を追加できま

す。

ECI の有効化を容易にす

るために、管理者設定環

境が新しく改善されまし

た。

Einstein 会話インサイトで

は、音声通話とビデオ通話

で交わされたクレジット

カード情報が非表示になり

ました。

音声通話とビデオ通話の

会話インサイトに関するレ

ポートを作成し、どの営業

担当が一番の聞き上手で

あるかや、誰が一番コーチ

ングを受けたかなどの基準

をすぐに確認できます。

管理者設定の更新
ビデオ通話の取引先責任者の照

合の改善
クレジットカードマスク インサイトに関するレポート

EE への Unlimited
Edition アドオン



営業チームのイネー

ブルメント



成果ベースのイネーブルメントによ

り、販売者の生産性を向上

Trailhead モジュールを受講  

オンボーディングプロセスなどで営業担当をガイドする

強力なイネーブルメントプログラムを構築します。 

成果に焦点を絞る

プログラムにマイルストンを組み込み、イネーブルメン

トを収益に結び付け、ビジネスへの影響を証明しま

す。イネーブルメント分析は、ビジネスへの影響につい

て伝達するのに役立ちます。 

改善された営業担当エクスペリエンス

組み込まれたマイルストンで達成状況が追跡されるた

め、営業担当はプログラムの終了までに期待されるこ

とを正確に把握できます。 

Sales Cloud
アドオン 

https://trailhead.salesforce.com/content/learn/modules/saleforce-enablement-basics
https://trailhead.salesforce.com/content/learn/modules/saleforce-enablement-basics


プログラムの構築

ドラッグアンドドロップビルダーでより迅速に価値を得る

Lightning で直接イネーブルメントプログラムを構築、開始、監

視します。  プログラムと基準をコピーする機能でより迅速に拡

張できます。

ベストプラクティステンプレート

Salesforce でセールスイネーブルメントが行われる方法に基づ

く、使いやすいリッチコンテンツテンプレート。また、プログラムを

最初から作成して、チームの意欲を高めて指導することもできま

す。

自動基準

営業担当の達成状況を簡単に追跡します。基準を作成するた

めのガイダンスが追加されました。

コードではなくクリック操作でプログラムをリリース

Sales Cloud
アドオン 



イネーブルメントプログラムでの会話イン

サイトの基準

営業マネージャは、音声通話とビデオ通話の基準

をイネーブルメントプログラムに組み込み、会話

データをレポートとダッシュボードに表示すること

ができます。 

イネーブルメントチームは会社にとって最も重要な

音声通話とビデオ通話に関連する KPI に基づい

て従業員をコーチングできます。 

チームは、Einstein 会話インサイト (ECI) のカス

タム基準を作成して、進行状況を測定できます。

または、チームは新しい事前作成済み基準を使

用してすばやく開始することができます。

Sales Cloud
アドオン 



Service Cloud



メッセージング



Spring '23 の機能強化

フィードバックを取得でき

るように、会話の最後に

チャット後 URL を送信し

ます。 

非表示項目を使用して会

話コンテキストを渡し、取

引先責任者レコードを識別

してインテリジェントなルー

ティング意思決定を通知で

きるようにします。

中断したところから会話を

続けることができるよう

に、戻ってきた顧客を識

別するための認証のサ

ポートが追加されました。 

双方向の絵文字とファイル

添付のサポート、エージェ

ントの転送、監視、示唆、

フラグの有効化、リッチコ

ンテンツが追加されまし

た。

非表示の事前チャット 会話後の URL ユーザ検証
Facebook Messenger
の拡張メッセージング



ルーティング



作業項目または適切なスキルを持

つエージェントの検索

オムニスーパーバイザの [スキルのバックロ

グ] タブと [エージェントサマリー] タブで、スキ

ルでより的確に絞り込むことができます。 

これまでは、[スキルのバックログ] タブでスキ

ル列を絞り込むと、選択したスキルのいずれ

かを含む作業項目が表示されていました。 

選択したスキルのすべてを必要とする作業項

目を表示し、必要なスキルセットをすばやく特

定できるようになりました。



エージェントの生産性の向上

エージェントは、オムニ作業項目

のブラウザ通知を有効にできるよ

うになりました。これにより、サウン

ドがオフになっており Salesforce 
を見ていない場合でも、新しい作

業が確実に通知されます。

エージェントのプレゼンス状況を自

動的に同期します。 
カスタマイズされた画面ポップ (フ
ロー、ページ、複数の Salesforce レ
コード) を使用して、エージェント 
ToDo を自動化します。

ブラウザ通知 プレゼンスの同期 コールアウトステートメント



パイロット

コンタクトセンターの状態を監視し、問題を迅速に特定

します。待機中、割り当て済み、進行中の作業の合計

量を 1 か所で確認できます。

注意: 履歴レポートの要件は、標準のレポートとダッシュ

ボードによって引き続き満たされます。

待機時間を短縮し、応答性の高いサービスを提供

するために、エージェントをチャットや音声通話

などの時間的制約のある作業項目に集中させます。 

エージェントが時間的制約のある作業を代わりに

受け入れることができるように、ケースなどの時

間がかかる作業項目を中断可能に指定します。

主プールに含まれる作業項目 (チャットなど) がエージェ

ントに割り当てられると、その作業には

中断可能な作業 (ケースなど) よりも高い優先度が与え

られます。

スーパーバイザウォールボード  (パイロット)
時間的制約のある作業を処理するために時間

のかかる作業を中断 (パイロット)



Einstein for Service



Einstein 会話マイニング
上位の連絡理由の検索と自動化

一般的な連絡理由を検索

過去のチャット会話を分析して、顧客がサポートに連絡す

る最も一般的な理由を理解します。

インパクトのある自動化を実現

チャット時間と量を連絡理由別に分析して、自動化で最も

価値の高い商談を優先します。

会話データからインテリジェントなボットを構築

データで見つかった連絡理由からボットダイアログとイン

テントを作成することで、顧客の主要なニーズを満たしま

す。

2 つのベータ:
● Einstein 会話マイニング (ベータ) の概要 
● Einstein ボットインテグレーションでの Einstein 会

話マイニング (ベータ)

すべてのボット + チャット顧客

が使用可能なベータ 



拡張ボット

フッター

独自の画像とリンクテキストでカスタ

マイズした Web ページリンクを顧

客に送信します。顧客はその Web 
ページをボット会話内で操作できま

す。

拡張ボットで顧客からのファイルを

受信できるようになりました。これに

より、エージェントが会話に参加する

前にファイルを収集して、エージェン

トの処理時間を短縮できます。

コンテンツを保持しながら、

既存の標準ボットを拡張ボットに簡

単かつ自信を持ってコピーし、ボッ

トとエージェントに転送するための

新しいオムニフローベースのルー

ティングを簡単に採用できます。

拡張ボットからの拡張リンクの送信
拡張ボットを使用した受信ファ

イルの受信

簡単なコピーを使用して標準ボッ

トを拡張ボットにコピー



Service Cloud for Slack 
およびスウォーミング



Lightning コンソールでの 
Slack スウォーム会話 
コンソールを離れることなく Slack 会話を操作する

ことで、エージェントの作業をより簡単かつ生産的

にします。 

エージェントが使用できるように、この新しい 
Lightning Web コンポーネントを組織のページレ

イアウトに埋め込むだけです。

エージェントは、レコードに関連付けられたス

ウォーム会話を Lightning のレコードページから

直接表示できるようになったため、スウォームで最

新の更新を検索するのに費やす時間を削減でき

ます。



エキスパートファインダ
検索可能な複数選択スキルセレクタ 

新しい検索可能な複数選択スキル

選択コンポーネントを使用して、必

要なエキスパートをより迅速に検索

します。

注意: スキルの選択には「AND」ロ

ジックを使用するため、スウォーム

メンバーはすべての選択されたス

キル要件を満たす必要がありま

す。



カスタマーサービスインシ

デント管理



Slack へのインシデント最新情報のブロードキャスト

Salesforce から直接、任意

の Slack チャンネルでイン

シデントに関する最新情報

を内部関係者にすばやく提

供します。  

事前作成済みのテンプレー

トを使用して、ワンクリック

でインシデントに関する情

報をメッセージに直接取り

込みます。 

ユーザ、グループ、および

キューが Salesforce で作

業中に、インシデントにつ

いて通知します。 

ブロードキャストアラートを

使用して、ユーザのユー

ティリティバーに表示され

るポップアップメッセージを

送信し、エージェントにイン

シデントについて知らせ、

インシデントにケースを確

実に添付できるようにしま

す。

Slack メッセージをブロードキャスト ブロードキャストアラート



ナレッジ



Knowledge Dashboard Pack
AppExchange からダウンロード

● ナレッジ ROI を測定し、ナレッジによってどのように効

率が高まり、会社の経費を節約できるかを把握する。

● ナレッジのほとんどのオブジェクトを 1 つのデータフ

ローに結合し、オブジェクト間の複雑なインサイトを取

得可能。たとえば、ケース、作業指示書、チャット、ボッ

トでナレッジがどのように使用されているかを確認でき

ます。

● すべてのナレッジユーザは、サービスコンソール内から

追加費用なしで Dashboard Pack にアクセス可能。

ダッシュボードを編集したり、新しいダッシュボードを作

成したりするには、CRM Analytics ライセンスが必要

です。

https://appexchange.salesforce.com/listingDetail?listingId=a0N4V00000IEUCaUAP


ケース管理



ケースの動的フォーム

ユーザエクスペリエンスを制御および改善

詳細なカスタマイズ 

Lightning アプリケーションビルダー内から直接、

個々の項目を項目セクションにドラッグアンドドロッ

プします。

パーソナライズされたエクスペリエンスの作成

項目および項目セクションに表示条件を追加して、

ユーザが適切な情報を適切なタイミングで表示でき

るようにします。 

ページパフォーマンスの改善

順次ページ表示により、動的フォームのページ読み

込み時間が改善されます。



拡張スレッドによる重複ケースの削減

お客様からのフィードバックに基づき、Lightning ス
レッドと呼ばれる新しいメールスレッドアプローチが
導入されます。 

Lightning スレッドは、受信メールと送信メールを関
連するケースに一致させるのに役立つ、メールス
レッドの安全な方法です。 

Lightning スレッドはトークンベースとヘッダーベー
スのスレッドを組み合わせているため、メール-to-
ケースで対応するケースがより確実に見つかり、関
連するケースが存在する場合に新しいケースが作
成されることを回避します。

https://sfdc.co/LightningThreadingTokenWebinar 



ケースメール

すべての返信を空白のメールから始めます。新しいコンテ

ンツのみを含む返信を作成し、以前のメール履歴を自動

的に削除します。メールのサイズが縮小され、返信が失わ

れることはありません。

メールサービスプロバイダから直接 API 経由でメールを

送信します。これにより、メールサーバ上に構築した検索

条件やルールを直接活用できます。   

新しいコンテンツのみを含めて返信 Gmail または Outlook API 経由で送信



CRM Analytics



アプリケーションの構築



埋め込みダッシュボード

埋め込み Analytics ダッシュボードは、iFrame 
の代わりにネイティブの Lightning Web コン

ポーネント (LWC) で表示される

ようになりました。  iFrame がないという

ことは、静的コンテンツを読み込む冗長性

が少ないことを意味します。

ダッシュボードの読み込みが高速化された

だけでなく、モーダルウィンドウ、フライ

アウトメニュー、およびツールチップが画

面全体を使用できるようになり、コンポー

ネントのサイズに制限されなくなりました。

より速い読み込み時間 



入力ウィジェット

任意の入力ウィジェットの値を、バイン

ドなしで任意の探索に列として追加で

きるようになりました。追加したら、そ

の列を他の列と同様に数式で参照で

きます。

コードではなくクリック操作で、ユーザ

は値を入力し、それを複数のクエリで

再利用して計算に使用できるようにす

ることで、シナリオを実行できるように

なりました。 

入力ウィジェット値を任意のクエリに簡単に接続



高コントラスト色によるダッシュボードア

クセシビリティの改善

ダッシュボードには、読みやすくするための高

コントラスト色のテーマが含まれるようになり

ました。新しいボタンで、高コントラストモード

のオンとオフを切り替えることができます。  

高コントラスト色の組み合わせを有効にする

と、コンテンツを周囲のダッシュボードと区別

するのに役立ち、エンドユーザのエクスペリエ

ンスが向上します。



選択と移動 

新しいインタラクションフレームワークにより、ユーザエク

スペリエンスをより豊かにすることができます  繰り返し

ウィジェットとテーブルでの選択インタラクション、および

テキストウィジェットとグラフウィジェットでのクリックインタ

ラクションにより、新しいページで詳細を表示したり、クエ

リの特定の部分を掘り下げたりできます。 

たとえば、[私のチーム] ページでチームメンバーをクリッ

クすると、ワンクリックでそのチームメンバーに関する

ページに移動します。テキストウィジェットを [戻る] ボタン

として使用して、前のページに戻ることもできます。 

1 回のクリックによるダッシュボード間の移動



新しい書式設定オプションと機能強

化
条件付き書式 

● 数値ウィジェットとテキストウィジェットの境界線と背景色の

条件付き書式ルールを追加する。

● 繰り返しウィジェット内のウィジェットに条件付き書式を追加

する。

● 繰り返しウィジェットに条件付き画像を追加する。ユーザが

画像ではなく記号を使用してトレンドを表示できるようにす

るための標準の画像オプション。  

ツールチップ

繰り返しウィジェットと画像ウィジェットのツールチップを作成しま

す。数値ウィジェットはコンポーネントツールチップをサポートするよ

うになりました。繰り返しウィジェットは個々の子ウィジェットでツー

ルチップを使用できます。 

数値書式

グラフの数値をコンパクトまたは拡大数値として書式設定します。



顧客インサイト、設計アプリ

ケーション、学習体験アプリ

ケーションなどのアプリケー

ションの自動アップグレード。  

カスタマイズを保持するに

は、この自動アップグレード

機能を無効にします。

事前作成済みのテンプレートとアプリケーション

新しい Revenue 
Management for 
Financial Services Cloud 
テンプレート。

このアプリケーションは、金

融サービス業種の商談管

理の微妙な違いに適応し、

簡単にカスタマイズできま

す。 

新しい Analytics for 
Communications-Order 
Tracking テンプレートの一部

として、チームのパフォーマ

ンスを追跡するための新しい

ダッシュボードが使用可能に

なりました。



Einstein Discovery



ストーリーからモデルへの名称変更
新しいモデルインスペクタで予測モデルを表示して理解する

以前のバージョンのストー

リーのすべてのコンテンツ

は、新しいモデルインスペ

クタで引き続き使用できま

すが、再編成されていま

す。

[モデルの設定] には、

新しい左側のナビゲー

ションパネルからアクセ

スできます。

[予測] セクションは変

更されず、ユーザは一

行のデータをシミュレー

トして、モデルで 
what-if 分析を実行でき

ます。

慣れ親しんだすべての

自動データ検出インサ

イトは引き続きここにあ

ります。変数ナビゲー

ションが左から右に移

動されました。

モデルの新しいランデ

ィングページ

「ストーリーを更新」から「モデル

をトレーニング」への名称変更 予測
「インサイト」から「データインサ

イト」への名称変更



より詳細なモデル評価指標 
モデルがすべてのデータセグメントで適切に機能

するかどうかをより明確に把握

モデルのパフォーマンスを評価 
[モデルの設定] から変数をクリックし

て、各変数値内でモデルがどの程度適

切に機能するかを確認します。

値のパフォーマンスが低い場合は削除

するか別のモデルを作成 
[行数分析] をクリックして詳細を表示

し、パフォーマンス評価指標が変数およ

び各変数の行数ごとにどのように異なる

かを確認します。



外部データで予測を強化

Salesforce と Google BigQuery のデータ

を組み合わせて、予測、説明、おすすめ

を生成します。

オンデマンド予測 
オンデマンドまたはバッチ予測を生成し、

Salesforce の作業フロー内でアクション

を実行します。

外部機能ストア

モデルの機能を BigQuery で構築して管

理し、Salesforce で使用します。

Google BigQuery によるライブ予測

Salesforce で予測を生成



上位の予測因子テキストのカスタマイズ

予測をより使いやすく理解しやすくする

上位の予測因子テキストが Lightning カー

ドに表示される方法を上書します。 

モデルマネージャで予測定義を開き、

モデルリストからカスタマイズするモ

デルをクリックします。

上位の予測因子の値を再ラベル付けしま

す。すべての値のテンプレートを指定する

か、特定の値をカスタマイズします。

「フェーズが商談成立」などの特定の上位の

予測因子を非表示にします。 



モデルの推定実行時間

モデルを実行する前に、モデルの実行にかかる時

間をより明確に把握

新しいモデルを作成すると、その推定実

行時間が表示されます。 

これには、要求されたデータ形状とアル

ゴリズムを考慮した予測モデルがバック

グラウンドで使用されます。

データ形状やアルゴリズムの選択に変

更が加えられると、推定実行時間がリア

ルタイムで更新されます。



強化されたモデルのトレーニング 

元のデータセットの代表的なサンプルを取得して、

モデルをより迅速に構築します。  

データが 500 万行を超えると、XGBoost または

モデルトーナメントに対して自動的に実行されま

す。

複数のモデルをキューに配置します。

すでに 2 個のモデルが同時にトレーニングさ

れている場合、ユーザはトレーニングするモデ

ルをキューに追加できます。

スマートサンプリング モデルのキュー配置



すべてのユーザのための 
Analytics



コレクション

● 無関係なコレクションを非表示に

して環境を整理する。

● コレクションを固定して、最も重

要なインサイトにすばやく簡単に

アクセスできるようにする。

● コレクションに Lightning レポー

トおよびダッシュボードを含める。

Analytics 環境のカスタマイズ



Slack の Analytics リンクの

機能強化

Slack で Lightning レポート

やダッシュボード、または 
CRM Analytics ダッシュ

ボードやレンズへのリンクを

投稿すると、リンクが展開さ

れ、項目をさらに操作するた

めのオプションが提供されま

す。

Slack の CRM Analytics

Slack 通知でのコンテキス

トのさらなる取得

Slack の CRM Analytics 
通知にダッシュボードウィ

ジェットのスナップショットを

含めます。通知が送信され

るとスナップショットが取得

されるため、データをすぐに

確認できます。

Slack での複数組織のサ

ポート

複数組織機能により、エン

タープライズ顧客は同じ 
Slack ワークスペースで異

なるユーザに複数の 
Salesforce 組織を接続でき

ます。 



Experience Cloud



拡張サイトおよびコンテンツ



バージョン履歴と復元

💙 LWR + CMS 2.0 でのみ使用可能

コンテンツの以前のバージョンを表示して比較

以前に公開されたコンテンツバージョンのある時点

におけるスナップショットを取得します。現在のバー

ジョンと以前のバージョンを比較します。

前のバージョンに戻す

数回クリックするだけで以前に公開されたバージョン

を復元します。

具体的に誰が特定のコンテンツを公開したかの監査

履歴を作成して表示

誰がいつ公開したかを確認します。



ワークフローおよび承認 (ベータ)
コンテンツ公開プロセスを保護

承認されていないコンテンツが公開されるのを防ぎ

ます。標準の基本承認申請ワークフローを使用する

か、独自のカスタムワークフローを最初から作成でき

ます。

生産性とコンプライアンスを向上

コンテンツのライフサイクル全体のガイダンス

を改善し、レビューに必要な関係者を含めるこ

とで、コンテンツワークフローを合理化します。

複数ステップのプロセスを学習して設定

シンプルな  2 ステップのコンテンツレビュープロセス

を使用して、独自のニーズに合わせて複雑なワーク

フローを学習および作成します。  

💙 LWR + CMS 2.0 でのみ使用可能



コンテンツ作成検索

フォルダからコンテンツ全体を検索

検索結果は、現在のフォルダだけでなく、異なるフォ

ルダのコンテンツから表示されます

テキスト項目からの検索結果を表示

検索結果には、代替テキスト、本文、タイトルなど、

各コンテンツ項目に関連付けられたすべてのテキス

ト項目の一致が含まれます。

Connect API のサポート

検索は Connect Rest API でサポートされていま

す。

すべてのコンテンツの検索結果とタイトルのみの

検索結果

💙 LWR + CMS 2.0 でのみ使用可能

https://developer.salesforce.com/docs/atlas.en-us.242.0.chatterapi.meta/chatterapi/connect_resources_cms_items_search.htm


CMS ロール: コンテンツの著者

コンテンツの著者が CMS ワークスペース (標
準および拡張) で使用できるようになりました。

ユーザを投稿者として特定の CMS ワークス

ペースに追加するときに、コンテンツの著者

ロールを割り当てることができるようになりまし

た。 

コンテンツの著者はコンテンツを作成することし

かできず、コンテンツを公開することはできませ

ん。これにより、コンテンツの著者による意図し

ない更新のリスクが軽減されます。 

このロールは、ワークフローや承認で ToDo を
割り当てるためにも使用できます。 

新しい標準ロール



言語レベルの公開

これまでは、コンテンツを公開するた

びにそのすべての翻訳と関連コンテン

ツも公開されていました。 

この新機能により、親コンテンツと共

に、公開する準備ができている翻訳お

よび関連コンテンツを選択できるよう

になります。 

翻訳バリエーションを選択的に公開



Aura サイトと LWR 
サイト



SEO 用の構造化されたデータのサ

ポート (Aura サイトと LWR サイト)

検索結果でのサイトの可視性を改善

<script> タグを使用して構造化されたデータを個別のサイト

ページに追加できるようになりました。構造化されたデータに

より、検索エンジンが Web ページのコンテンツや意味を理解

するのに役立つ重要なページの詳細が標準化された形式で

提供されます。 

検索エンジンは構造化されたデータを使用して、拡張された

魅力的な方法でサイトページを検索結果に表示します。たと

えば、レシピの検索結果には、調理時間、レシピの評価、また

はその他の詳細と共に、手動で選択された完成済み料理の

画像を含めることができます。構造化されたデータを使用し

て、サムネイル画像、カルーセル、ナレッジボックスなどを定

義できます。 



LWR での LWC のカスタムプロパティエディタ

Developer Edition のみ、LWR のみ

カスタムプロパティエディタは、サイト構築者がカスタムコン

ポーネントの設定値を入力するためのカスタム UI を提供する 
Lightning Web コンポーネントです。 

開発者は、標準のプロパティ種別 (Boolean、Integer、
String、Color、ContentReference) に限定されず、カスタム

プロパティ種別 (Button など) または複合プロパティ種別を作

成できるようになりました。これにより、開発者はより複雑で柔

軟なコンポーネントを作成できます。

カスタムプロパティ種別を作成するときに、開発者は作成を高

速化するのに役立つ追加の標準エディタにアクセスできます。

開発者プレビュー



すべてのコンポーネントでのパディング
/余白スペーシングコントロール

💙 LWR + CMS 2.0 でのみ使用可能

エクスペリエンスビルダーユーザは、HTML/CSS を使用

する代わりに、クリックでコンポーネントの周囲のスペーシ

ングを調整できるようになりました。

すべての標準コンポーネントには、コンポーネントのプロ

パティパネルの新しい [スペーシング] タブに、新しいマー

ジンやパディングコントロールが表示されます。 



レコードの詳細コンポーネント (ベータ)

LWR のみ

システム管理者は、標準のレコードの詳細コンポーネン

トを LWR サイト内のオブジェクトページにドラッグアンド

ドロップできるようになりました。 

このコンポーネントは、取引先、取引先責任者、ケー

ス、商談、リード、商品、カスタムオブジェクトをサポート

します。 

このコンポーネントはオブジェクトの詳細ページで使用

でき、サイト全体のスタイル設定を継承するだけでなく、

スタイルをさらにカスタマイズできます。項目は、ページ

レイアウトエディタ内で定義されたレイアウトに従って表

示されます。



CRM 検索 (ベータ)
サイト訪問者に CRM コンテンツの検索を許可

LWR サイトから CRM レコード (ケース、取引先、リード、

商談など) を検索し、標準コンポーネントを使用して検索結

果を絞り込めるようになりました。 

CRM 検索は、site.com LWR サイトと拡張 LWR サイトの

両方でサポートされています。 



アクションバー (ベータ)

LWR のみ

システム管理者はこの動的アクションバーを使

用して、任意またはすべてのカスタムオブジェ

クトと標準オブジェクトでカスタムヘッドレス  
LWC クイックアクションを設定できるようになり

ました。 

動的アクションバーは、オブジェクトの詳細ペー

ジの任意の領域  (コンポーネントのスロットを含

む) にドラッグアンドドロップできます。

たとえば、新しいアクションバーコンポーネント

を使用して設定されたクイックアクションボタン

を使用して、[ケースをクローズ ] ボタンを追加し

ます。 

標準の動的アクションバー



大規模なトランザクションおよびパフォーマンスの機能強化

システム管理者は、

PersonAccountOwnerPowerUser オ
ブジェクトを作成することで、選択したユー

ザが 50,000 件の個人取引先または法人

取引先の所有に関する制限を超えること

を許可できるようになりました。 

この制限を超えると、トレードオフが発生し

ます。取引先所有者のロールを変更した

り、親を再設定したりすることはできませ

ん。これらの操作を再度有効にするには、

ユーザの所有を 50,000 件未満に減ら

し、パワーユーザオブジェクトを削除しま

す。 

エンティティタグヘッダーの検証に

より、コンテンツが取得元で変更さ

れていない場合、キャッシュされた

コンテンツを引き続き使用できます。

ETag 検証は、Last-Modified ヘッダ

ーと If-Modified-Since ヘッダーのデ

フォルトの検証に加えて行われます。

MB では、トラフィックの多いサイトのトラ

ンザクションを効率的に処理できます。

マイクロバッチは、次に示すようにさらに

強化されました。 

● ゲストユーザは【カスタマーサポー

トへの連絡】フォームで MB を使用

可能

● 管理者エラーメールをケース、リー

ド、カスタムオブジェクトにまで拡張

● 開発者が MB の Apex メソッド 
createRecordsAsync をテスト

可能

個人取引先の所有に関する制限 CDN キャッシュの機能強化 マイクロバッチ (MB) の機能強化



 Thank you


